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はじめに 

 

精神障害者は働けない、働かないほうがいいと長い間言われ続け、本人も夢や希望を諦めて、病気の

安定を図るだけの生活を余儀なくされてきました。確かに病気による感情の起伏や、疲れやすさ、スト

レス脆弱性など、働く時の阻害要因は少なくないため、今尚多くの方達が働く事へのためらいを感じて

います。一方、雇っても続かない、すぐ休んでしまう、就職後の休職も多いという企業の不安や不満も

あり、精神障害者の雇用が進まないという現実があります。 

 

しかし病気が落ち着いた後にはやはり働きたいという気持ちは強くなります。社会の中で働き、生き

ていきたいという切実な思いを現実のものにするためには、まず、ご本人の就職準備を高める努力が必

要です。病気のコントロ－ルや働く姿勢を身につけるなど、働く練習を積み重ねることで就職は夢では

なくなります。更に安心して働き続けるために、職場開拓から定着まで一連のプロセスに寄り添ってい

く支援者の存在も必須です。そして受け入れ先の企業もストレスや SOS をキャッチする力をつけて的確

な対応や支援者との連携をしてゆくなどそれぞれが協力し合うことで、精神障害者の雇用状況は大きく

変わってゆくはずです。 

 

そうした事から、私達は昨年、トレーニングに使うチェックリストを作成しましたが、今回はその運

用マニュアルを作成しました。同時に企業に就職する際の紹介シート、就職後の突然の離職や環境変化

によるストレスを防ぎ、定着をはかるための面談ガイド、面談メモを作成しました。作成の過程では、

特に企業の方々に委員会の参加をはじめ、アンケート調査などを通してご意見をいただき、それをもと

に調査研究を進めてまいりました。 

 

シートやツールの作成という私達の小さな研究が、多くの現場や職場に広がり、改良を重ねながら、

就労支援のノウハウが蓄積されて、更に多くの精神障害者が社会で生き生きと働ける時代が来る事を願

っています。 

 

社会福祉法人多摩棕櫚亭協会 理事長 天野聖子 

 



Ⅰ 事業概要 

 

１．目的 

 以下の 2点を目的として、当事業を推進した。 

①精神障害者が仕事を継続するための「就労先ツール（企業等で使えるチェックリスト）」の作成 

「平成19年度チェックリスト」は、就労トレ-ニングに必要な内容を中心に作成されている。この中

には「仕事を継続する」という観点も含まれていることから、この内容を応用することで就労先  

（企業等）における「仕事の継続」支援に役立つツールの開発に取り組んだ。 

 

 ②精神障害者の職業準備性を高めるための「就労支援事業所ツール（支援者が使いやすいチェックリ

スト・マニュアル）」の作成 

精神障害者の就労支援者が、「平成 19 年度チェックリスト」を活用しやすくするためのツールの開

発に取り組んだ。 

 

 

 

 

本人（利用者）

棕櫚亭
（ピアス・オープナー）

生活や就労関連
資源

地域・社会

家族・友人、医療・交通・流通機関、ハローワーク、福祉関連機関など

生活や仕事、地域・社会などへの意識、精神障害者などへの意識など

・「就労支援（就労相談、就労プログラム、就労トレーニング）」およ
び「生活支援」など（チェックリストなど活用） 就労先

＜本人と就労支援等の関わり＞

参考：検討プロセスのイメージ

ア
セ
ス
メ
ン
ト

H19年度チェックリスト

就労支援中から就労中に至る体系的なチェックリスト検討

(1)成果のまとめ・・・・・・①報告書②活用のためのDVD
(2)成果の紹介と活用・・①当法人HPで紹介②報告会（活用研修会）③DVD配付

まとめと活用

就労先支援ツール

①既存資料収
集・特徴整理

②訪問聞き取り

③就労先ツール
（原案）作成

④就労先ツール
（案）のアンケート
実施

⑤就労先ツール改
善

①チェックリスト試行とアンケート実施

※就労支援事業所

②チェックリスト改善

③チェックリスト運用アニュアル作成
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２．事業の具体的内容  

2.1 就労先ツール作成 

(1)調査対象地区・対象：東京都内の精神障害者の就労先（企業など） 

(2)調査実施ステップと調査内容 

 ①既存の就労先ツール収集・特徴整理 

 ②精神障害者を雇用している事業所訪問による聞き取り調査・・5事業所 

  聞き取りの内容・・仕事の継続に必要な要素は何か、現時点で使用している就労先ツール（項目や

活用方法など）、今までのツールの項目のうち何が必要で何が不要か、新たにどういう項目が必要か、

そもそも定着支援にツールが役に立つか、支援者へのアドバイスなど 

 ③「②」を踏まえ、ツール原案作成 

 ④ 「③」のツールについてのアンケート調査実施・・１５事業所 

  アンケート調査内容案・・使いやすいか、現場で役に立つか 改善点があるか 

 ⑤「④」を踏まえたツール改善 

 

2.2 就労支援事業所ツール作成  

(1)調査対象地区・対象：関東地域の就労移行支援事業所 

(2)調査実施ステップと調査内容 

 ①平成 19 年度チェックリスト試行とアンケート調査実施・・・１５事業所 

  アンケート調査内容案・・項目は妥当か・不要な項目があるか、文言の修正は必要か、評価基準を

どこに置くか、現場の実務にあわせた使い勝手はどうか、など 

 ②「①」を踏まえたチェックリスト改善 

 ③チェックリスト運用マニュアル作成 

 

2.3 まとめと活用方法  

当事業の成果を「報告書」とともに「活用のための DVD」にまとめた。また、成果の紹介・普及に向

けて、「当法人ホームページでの紹介」「報告会（活用研修会）」「DVD 配付」などを考えている。  
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３．推進スケジュール・体制など 

・事業実施機関：平成 20 年 7 月 1日から平成 21 年 3 月 31 日 

・推進体制  ：外部委員と法人スタッフによるワーキングを中心に推進 
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Ⅱ 就労先ツール作成・・面接シート・紹介シート 

 

１．就労先で必要とされるツールの整理 

（１）既存のツールに関しての特徴整理 

企業・各関係機関へ対象者のプロフィールを伝えるツールを、日頃精神障害者の支援を主に行っている

就労支援機関から提供していただき、特徴整理を行った。 

提供元の 2事業所ともに就業・生活支援センターであったため、使用のタイミング及び内容項目におい

て幾つか共通する部分が確認された。 

●使用目的 

円滑で効果的な連携と雇用を進めるため、対象者のプロフィール・留意事項を主にハローワーク・採用

企業と共有するもの。 

●主な内容 

①ツールのスタイルはシート  

②シート上部に基礎データを記入 

基礎データ項目→主に名前・生年月日、年齢・住所など。 

＊事業所によっては更に障害名、病名・手帳の内容・経済基盤・入院歴・家庭環境・ 

病識など、より詳細な情報を記入。 

③シート中段に、事業所によっては訓練情報（施設名・期間・内容など）の項目があり。更に訓練の結

果をより具体的に把握する為、チェックリストを挿入しているのが特徴的。チェックリストは生活面･

社会面･作業面でカテゴライズし、評価は 4段階（一番下が要支援）に分けて行っている。 

④シート下段に、希望職種・条件などを記入。仕事上のアピールポイントや得意・不得意、またそれら

を踏まえた上での適性作業・職種の項目があるのが特徴的。 

 

シートの内容を振り返ると、事業所によっては多角的な視点でかなり細かく情報が収集され、共有され

ていることが分かる。 
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(2)精神障害者を雇用している就労先聞き取り調査からのツール作成の視点 

 以下の表は、聞き取り調査結果を「既存のシート」「欲しいと思われるシート」「欲しいと思われる項

目」別に整理したものである。これらの情報は次頁「(3)就労先で必要とされているツールの想定」な

どに活用した。 
 

聞き取り調査のまとめ（5事業所） 

既存のシート 欲しいと思われるシー

ト 

必要と思われる項目 

●採用前シ－ト 

（聞き難い事を先

に記入してもらう

～病名・薬物・アル

コール・発作など） 

●作業修得度確認

表（自己チェック

表） 

●目標管理シート 

●本人の関わり方のマ

ニュアル 

●指導方法・雇用管理

に利用できるもの 

●業務能力を上げるた

めのツール 

●やったことのある仕

事内容（トレーニング

の内容）が書かれてい

る職務経歴書 

●採用時の客観的事項

が書かれたシート   

●人事から現場に引き

継げる本人を把握でき

るシート 

 

 

●課題の設定が出来るような項目 

●仕事の継続のための評価 

●家庭・生活環境〔会話の時に傷つけない為〕 

●職場のルール守れるか 

●仕事のミスをどう指摘するか 

●困ったときに発信できか 

●休まず出勤できるか 

●コミュニケーション能力がどれだけ備わっているか 

●着実な仕事が出来るか 

●病識があり悪化時などにその対処法を知っている 

●カウンセラー（支援者）が調整する事        

●ストレスを感じる状況               

●職場に理解して欲しいこと  

●できること・できないこと 

●働ける時間数・日数 

●モチベーションの向上と維持 

●一人で仕事を任せることができるか 

●余暇の過ごし方 

●勤務時間の調整・休暇の調整は必要か               

●これまで就業上どういう評価を受けているのか？（職

務内容とのマッチングのため） 

●職歴、資格 

●退職理由 

●服薬状況 

●睡眠はとれているか 

●主治医と関わることが可能か（企業として） 

●本人の負担にならない声のかけかた         

●経験のある仕事内容（トレーニングの内容も含め） 

●キーパーソンがいるか  
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(3)就労先で必要とされているツールの想定 

 

①就労先で必要とされているツールの種類 

聞き取り調査やワーキングにおける検討のなかで、精神障害者をすでに雇用し成功している企業が雇

用管理上で重視しているポイントは、次の 2点と考えられた。 

 

Ａ．職場定着時の雇用管理 

頻度の違いはあるものの、雇用管理を行うキーパーソンが精神障害を持った従業員にたいして面談、

カウンセリング等の場面を設け、健康状態・メンタル状況等の聞き取りをもとに、何らかの対処を講

じている。 

 

Ｂ．採用面接時の情報収集 

採用面接時に本人の障害状況も含めた特性をどのようにアセスメントしていくか。またそこで得た情

報を、人事担当者が精神障害を持った従業員の雇用管理を日々行う配属先の社員（キーパーソン）に

対してスムーズに伝達し、共有していけるか。 

 

ワーキングでの検討の結果、上記Ａ、Ｂのような場面において雇用管理、情報収集を有効に行うため

のシート、ガイドラインとなるようなツールが必要であろうという結論に至り以下のツールを作成して

いくことにした。 

 

Ａ．職場定着時の面談やカウンセリング時に、精神障害の特性も踏まえながら的確に情報収集ができ

る何らかのシート 

→名称を「面接シート」とした 

 

Ｂ．採用面接時に企業が知りたい、履歴書や職務経歴書だけでは伝えきれない情報をまとめた何らか

のシート 

→名称を「紹介シート」とした 
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②面接シート案：作成の考え方とシート（項目・レイアウト） 

 

※ ワーキングでは「精神障害者が職場定着していく上で必要なポイントとは何か？」ということに注

目して検討をした。 

 

項目検討の参考にした情報としては、企業聞き取り調査結果、委員会で委員から出た意見、就職支援

を行っている棕櫚亭スタッフの意見であった。情報は渡ったが以下のような項目を想定し、内容を検

討した。 

●「カテゴリー」・・・・・・質問の種類別に分けた大きな分類 

●「質問の意図」・・・・・面談をする上で外さないほうがよい重要なポイント 

●「質問例」・・・・・・・・具体的に質問をしやすいように例を挙げている 

 

レイアウトについては参考となる資料がなかったため、ワーキング内で独自に作成することにした。 

 

③紹介シート案：作成の考え方と項目・シート（項目・レイアウト） 

 

※作成に当たっては面接シート同様、企業聞き取り調査結果、各委員から提案された意見、就職支援

を行っている棕櫚亭スタッフの意見聞き取り調査や委員会の意見を踏まえ検討した。 

 

項目については、「企業が採用場面で知っておきたい情報は何か？」という視点で情報を収集し精査

していった。また履歴書や職務経歴書と重複するような情報はできるだけ記載しないように留意した。 

 

大きなカテゴリーとして以下の項目を想定した 

 

●「基礎情報」・・・・・・本人の氏名、手帳の種類等級など 

●「希望条件」・・・・・・就職条件に関しての本人希望欄 

●「訓練情報」・・・・・・支援機関における職業訓練の状況について 

●「健康状態」・・・・・・障害状況についての詳しい情報、またその他の疾患等の情報。 

●「相談体制」・・・・・・本人を取り巻くサポート体制の状況 

●「ご本人の特性」・・・就業上のセールスポイント、ウィークポイント、配慮事項など 

 

レイアウトについては、就業・生活支援センターオープナーで独自に作成し使用していたアセスメント

シートと就業・生活支援センタータラントが使用している求職者紹介シートをベースに検討を行い作成

した。 

 

※ここで作成した両シートの原案については資料編に掲載 

資料１－３： 「面接シート原案（改善前、アンケートに使用したもの）」参照 

資料１－４： 「紹介シート原案（改善前、アンケートに使用したもの）」参照 
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２．「就労先ツール」アンケート調査を踏まえた就労先ツールの改善 

 ① 「就労先ツール」アンケート調査からのツール改善の視点 

※調査に使用したアンケート及びその結果ついては資料編に掲載 

資料１－１： 「就労先ツール アンケート調査」依頼文・調査票 参照 

資料１－２： 「就労先ツール アンケート調査」結果 参照 

アンケート調査結果をもとに委員会、ワーキングで検討し、以下の改善視点（a～h）が得られた。 

 主な改善点は以下の通りである。 

・名称を「面接シート」から「仕事を続けるための面談ガイド」に変更（a） 

・面談ガイドをもとに「面談メモ」を作成(b) 

・面談ガイドの横軸の項目の追加・変更(c,d) 

 

改善の視点整理 １ 

シート名 アンケート結果の読み込み アンケート結果・委員会などによる「改善の視点」

面談シート ・ シートの必要性についてはほ

ぼ約 9割の回答者から「必要」

との回答が得られた。「社内カ

ウンセリングで使っている内

容に似ている」「なれない担当

者が使うのに有効」「担当者が

異動で引き継ぎする上でも助

かる」など。 

 

・ 想定される場面については月 1

回～年1回など幅広い意見が聞

かれた。 

 

・ 質問例については「聞きにく

い」「意図に合致しない」という

回答も得られたが、あくまで

「例」であるということでその

まま載せることにした。 

 

 

a.シート的な意味合いから、面談の手引き的なもの

になってきたため、名称を「面接シート」から「仕

事を続けるための面談ガイド」に変更した。 

 

b.またガイドだけでは、継続的に行うために参考と

なる記録が残せないので面談メモも作成すること

にした。 

 

c.「質問の意図」と「質問例」だけでは、なぜこの

質問をする必要があるのか？という理由が入って

いないため、各質問の「ねらい」という項目を追加

し、内容を検討した。 

 

d.面談結果を受けて、問題があった際にどのように

対応すべきかの指針をしめすため、「対応方法」の

項目も追加した。 

 

よって横軸の項目は 

● カテゴリー 

● ねらい 

● 質問例 

● 対応例 

と追加変更を行った。 
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改善の視点整理 ２ 

シート名 アンケート結果の読み込み アンケート結果・委員会などによる「改善の視点」

紹介シート ・ シートの必要性については全

回答者から「必要」との回答が

得られた。「事前に適格な情報

をもらえるとありがたい」「面

接時の役に立つ」「信頼関係を

築くために有効」など好意的な

意見が聞かれた。 

 

 

・ レイアウトについては見やす

いとの意見がほとんどであっ

た。 

 

・ 氏名は紹介段階では不要との

意見があった（個人情報の観点

から）。 

 

 

・ 手帳は発生時期・有効期限の記

載があったほうがよいとの意

見があった。 

・ 訓練状況について必要を感じ

ないという意見があったが、本

人のスキルが想像できるとの

意見もあり、採用することとし

た。 

・ 健康状態、相談体制の項につい

ては必要という意見が大多数

を占めた。 

・ ご本人の特性については不必

要という回答もあったが、必要

という意見が多数を占めたた

め残すこととした。 

・ 手帳有効期限の記載があった

ほうがよいとの回答があった。

・ シートに加えたほうがよい項

目がいくつか挙がった。 

e.氏名については個人情報・保管等の観点から載せ

るか否かは検討を要したが、履歴書等と同時に提出

することから記名式とした。 

 

f.手帳の発生時期・有効期限については採用時に手

帳の写しが提出されるので記入しない事とした。 

 

g.その他の項目は現状でよいとの意見も多く聞か

れ、大きく変更はせず完成形とした。 

 

h.シートに加えたほうがよい項目については項目

化するのは難しいと思われたので、格段の特記事項

を活用することとした。 
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②仕事を続けるための面談ガイド （旧面接シート）の意義、活用方法について 

 
ガイド活用の意義 

採用後、現場担当者（または人事担当者）が本人の経過や状況を把握するシート。 

結果的に、本人が問題を抱え込むことで離職や休職という状況に陥る事がないよう情報が収集できる

ツール。 

また現場担当者（または人事担当者）が本人の病気や障害についてどう聞いたらよいのかという不安

も解消できるものにしていければと考えている。 

 

ガイドの見方 

※横軸（左から） 

１ カテゴリー 下記表参照 

２ ねらい カテゴリーに対しての意図を明記している。 

３ 質問例 面接者が質問するイメージをつかめるよう具体例を列記した。これは 

あくまで例であるのでこのままの形で使用しなくてもよい。 

４ 対応例 面談の結果、問題と思われた事項への対応方法。 

 

縦軸・・・カテゴリー（上から） 

１ 就業状況 通勤時のストレス、適正な業務内容、職場の人間関係、変化への対

応、相談体制など。 

２ 健康状態 主にメンタル状態の確認をしていく。調子を崩してはいないか、日

常生活に支障が出ていないか、通院、服薬等は適切かなど。 

３ プライベート 生活上の悩みが解決できず、職場に持ち込んでいないかなど聞き取

りを行う。プライベートの問題がもとで、仕事に影響を与えること

も少なくない。 

４ 相談体制 悩みや心配事があるときに SOS を出せているか、相談できているか

など。 

 

面談メモの見方 

また面談場面では、「面談メモ」を使い聞き取りをしながら記入しくことがよい。面談メモには面接日、

面接担当者などが記入できるようになっており、面談の記録を随時保管しておけば、次回の面談の参考

となる・変化がわかる・また他の担当者にも引き継ぎやすくなるなど、社内で継続してサポートしてい

く上では有効である。 
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ダウンロードのご案内 

 

 

 

 

以下の資料は、多摩棕櫚亭協会のホームページ(http://www.shuro.jp/)より、 

ダウンロードができますので、ご活用ください。 

 

 ・P12 仕事を続けるための面談ガイド 

 ・P14 面談メモ 

 ・P16 紹介シート 
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仕事を続けるための面談ガイド

通勤によって疲労や負担がある場合もあるので
確認するためです。

相談体制 相談体制の確認

プライベートの悩みが解消できず、仕事に持ち
込んでいないか確認する必要があります。

職場で相談しづらいことなどを周囲に相談でき
ているか。また家族関係の悪化で体調を崩すと
いうこともあります。家族との関係や家庭が安心
できる環境にあるか聞き取りをします。

プライベート 生活上の悩み・ストレスケアの把握

体調を崩し始めているときには、睡眠に影響が
でやすい傾向があります。適度な睡眠がとれて
いるかを確認します。

精神的に安定しているか、悩み事を抱え込んでいな
いか確認する必要があります。また意欲の過剰な低
下・高ぶりがないかをします。

病状を安定させていく上で定期的な通院は不可欠
です。主治医に何でも相談できるなど、良好な関係
がとれているかも確認をします。

病状を安定させていく上で服薬は不可欠です。
処方どおり飲んでいるかだけでなく、副作用が
出て仕事に影響が出ていないかなど確認する
必要があります。

健康状態

職場の人間関係の把握

モチベーションを保つことができる業務
量と内容の把握

変化への対応状況の把握

体調変化の把握

通院状況の確認

メンタル状態の確認

服薬状況の確認

困った時や職場のなかでの悩み事を相談でき
ているか確認をします。職場のサポート体制の確認

カテゴリー

通勤によるストレス状況の確認

就業状況

ねらい

業務量が多すぎる、難易度が高いなども問題で
すが、業務がない、少なすぎるということもモチ
ベーションの低下を引き起こしかねません。本人
にとって適正な仕事量、質が提供されているか
をチェックしながら、本人がどのように感じている
かを確認をします。

人事異動、配置転換など変化によってストレスを
感じていないか、新しい環境に適応できている
か確認するためです。

職場のひとたちとうまくなじんでいるか聞きとりを
します。業務遂行上必要なチームワークがとれ
ているかも確認をします。
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無理があるようであれば、出社時間の調整、シ
フトの変更も検討します。

次の日起きても疲れがとれていないときがありますか

気分はどうですか　今の病状はどうですか　症状はありませんか

よく眠れていますか　

上司の異動や配置転換は大丈夫でしたか

ベストな睡眠時間は何時間ですか－今の睡眠時間は何時間ですか　

会社の中で安心して相談できる人がいますか

仕事の内容はどうですか　自分に合っていますか

勤務時間はどうですか　長すぎたり短すぎたりしませんか

働き方に無理がありませんか　大丈夫ですか　

薬が変わったりしていませんか

薬は今の自分に合っていますか

家ではゆっくり過ごせていますか

場合によっては業務変更、配置転換、
就業時間変更なども検討します。量や
時間は増やす場合は、少しづつ増やし
ていくことが必要です。増やす前に主治
医や支援機関に相談をすることも有効
です。

SOSを出せていますか

主治医に相談できていますか

つらいことはないですか

配慮したほうがいいことはありますか

支援機関へ相談を促す。場合によって
は本人の同意をもらい支援機関に連絡
をします。

決められた通院日に通院していますか

最近疲れがたまっていると感じますか

対応例

新しい環境はどうですか　環境が変わったことで心配なことはないですか　

家族と話ができていますか

支援者に相談できていますか　アドバイスをもらえていますか

休日は息抜きができていますか

生活上の悩みはありませんか

処方どおりに飲んでいますか

薬の副作用などはないですか

家族と良好な関係ですか

支援機関へ相談を促す。場合によって
は本人の同意をもらい支援機関に連絡
をします。

不調時はなかなか自分の状態や気持ち
を伝えづらい場合もあるので、まず本人
の同意をもらい支援機関に連絡、相談
につなげます。症状によっては、一定期
間の休養、一時的な就業日数・時間の
調整、服薬調整等の対応が必要になり
ます。ときには主治医の診断をお願い
するなど早期の対応が必要がです。

心配事があるときや、困ったときに相談
できるキーパーソンの配置など話しやす
い環境づくりを検討します。問題があれ
ば現状を直属の上司などに引き継ぎ、
SOSを逃さないような体制づくりをしま
す。

質問例

同僚との関係はどうですか

話しやすい環境にありますか

チームワークがとれていますか

通勤にはなれましたか　疲れませんか

食欲はありますか

いつもより寝つきが悪い日がありませんか 早く目が覚めてしまうことはありませんか
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面 談 メ モ

面談日

面談者

入社日 入社から □年□か月 面談回数 □回目

要・不要

要・不要

要・不要

要・不要

要・不要

要・不要

要・不要

要・不要

要・不要

プライ
ベート

要・不要

支援
環境

要・不要

平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　　日

社員名

メモ

相談体制の確認

対応の必要性カテゴリー

通勤によるストレス状況の
確認

生活上の悩み・ストレスケア
の把握

通院状況の確認

メンタル状態の確認

服薬状況の確認

モチベーションを保つこと
ができる業務量と内容の把

握

体調変化の把握

就業
状況

職場のサポート体制の確認

変化への対応状況の把握

健康
状態

職場の人間関係の把握
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③紹介シートの意義、活用方法 

 

シートの意義 

このシートを使用するねらいは、ご本人について事前に知っておいていただいたほうがよい情報を提供

させていただくことで、採用する側も安心して雇用することができ、結果的に継続した雇用を目指して

いくことにある。 

 

 

シートの更なる活用方法 

この紹介シートは採用担当者だけでなく、実際の就業現場の責任者や上司にも引き継ぎ、実際の就業現

場で本人をフォローしていく上で手助けとなることも狙いとしている。人事異動があっても情報が残っ

ているので引き継ぎやすくなる。職場定着後の面談においても、基礎的な情報が網羅されているので参

考にできる。 
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紹 介 シ ー ト
多摩棕櫚亭協会

調査研究事業

所属

担当者氏名

基
礎

情
報

氏名

就業動機

希望勤務日数

特記事項

機関名 期間

内容

特記事項

不調のサイン

不調時の対応方法

服薬状況

主治医からのアドバイス

特記事項

記載者

障害名(病名）

健
康
状
態

希
望
条
件

訓
練
情
報

※服薬等で就業上配慮が必要な事、精神科以外の疾患で伝えておいたほうがよいことがあ
れば記入

【　　朝　　昼　　晩　　頓服　】　　　　　

※具体的な訓練内容や訓練時間はこの欄に記入

※訓練、職場実習等を複数うけた際には、この欄に記入

回/（　）週　　曜日

年　　月　　日

※複数ある際には、
主として行った機関名を記入

記載日

　　日／週

通院頻度

希望勤務時間 時間／日

精神保健福祉手帳（　）級
手帳

※複数あれば記入

※志望動機ではなく働きたい理由　例：親から自立するため

※希望の曜日・時間帯等あればこの欄に記入

年　　月　　日
～　　年　　月　　日
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紹 介 シ ー ト
多摩棕櫚亭協会

調査研究事業

相談内容

仕事

医療

生活

特記事項

①

②

③

④

⑤

担当名 連絡先機関名

相
談
体
制

例：丁寧・正確さを重視して作業ができる

ご本人の特性

※電話番号などを記入

〃

〃

セールスポイント 取り組んでいること

例：沢山の情報を口頭で聞くことは苦手だが、メモを活用し
て対応している

上記情報を提供する旨同意します　　本人署名　　　　　　　　印

例：同時に複数の指示があると混乱してしまうので、指示はひとつづつ出していただきたい

障害ゆえに配慮していただきたいこと
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Ⅲ 就労支援事業所ツール作成・・チェックリスト運用マニュアル 

１．平成 19 年度チェックリスト試行・アンケート調査結果 

※平成 19 年度チェックリストの試行とそれに基づくアンケート調査（１９事業所に依頼、１５事業所

から回答）を実施した。 

アンケート調査結果から、ツールを活用した就労支援に取り組みを始めた施設は、「平成 19 年度チェ

ックリスト」を好意的に受け取っている傾向があり、また試行したことによってぜひ今後に活かしたい

と考えている。しかし、まだツールの活用にためらいがある支援者及び施設は、特に「評価」の扱いや

導入に抵抗があることがわかった。 

※調査に使用したアンケート及びその結果ついては資料編に掲載 

資料２－１：「精神障害者のための職業準備性チェックリスト運用マニュアル アンケート調査」依頼文・  

調査票 参照 

資料２－２：「精神障害者のための職業準備性チェックリスト運用マニュアル アンケート調査」結果 参照 

 

２．平成 19 年度チェックリストの改善 

試行およびアンケート結果から全体的な項目改善の必要度は低いと認識されが、使いやすくするため

に項目の順番は一部改善した。また、使用目的を明確にするために「精神障害者のための職業準備性チ

ェックリスト」という名称にした。 

※「精神障害者のための職業準備性チェックリスト」（含 説明例・具体的項目の意図）については別添資料

を参照 

 

３．アンケート調査からのマニュアル作成の視点 

アンケート調査結果とともに、法人内で試行した事業所と協働し、以下のポイントを重視しながらマ

ニュアルを作成した。 

 

① 施設全体で就労支援を行うことを念頭に、支援者の手引きとなるよう作成した。 

② 文言に縛られずより的確に評価できる様に「チェック項目や評価の仕方」を解説した。 

③ どのタイミングに使うかがわかるように、活用時期にあわせて整理した。 

④ 精神障害の特性をわかりやすく解説するなど、初めて使用するスタッフにもわかることを基本とし

た。 

なお、マニュアル作成にあたっては、一般就労を目指している精神障害者（利用者）自身もチェック

リストの有効性を感じ、自身の強みや改善点に気づくなど、利用者が積極的に利用出来るよう意識した。 

 

※「精神障害者のための職業準備性チェックリスト 運用マニュアル」については別添資料を参照 
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Ⅳ 関連する各種シートの項目確認 

  当事業では、「平成１９年度チェックリスト」をもとに、就労支援事業者用のツールとして「精神

障害者のための職業準備性チェックリスト（以下、職業準備性チェックリストと表現）」、就労先ツール

として「仕事を続けるための面談ガイド」と「紹介シート」の開発に取り組んできた。ここでは、これ

らのツールに「心理的負荷評価表（H20、厚生労働省）」を加え、ツールごとに設定された項目の構成状

況について確認し、比較を行った（次頁、各種シートの項目一覧参照）。 

 「心理的負荷評価表」は、精神障害者に限らず広く一般の働く人々を適用の対象にしており、ストレ

スの状況を把握するものであるが、働く人々の状態を把握し表現するものとして、今回作成したシート

と同様の機能があるものと考え、比較対象に加えた。 

 4 つのシートの項目を確認、比較するために、以下のような分類を活用した。 

①「生活リズム・安定した出勤」関連項目 

②「日常生活」関連項目 

③「健康管理・障害」関連項目 

④「本人への協力者・相談体制」関連項目 

⑤「職場でのコミュニケーション・自己コントロール」関連項目 

⑥「仕事・職場」関連項目 

⑦「環境変化（含む、危機管理）」関連項目 

「職業準備性チェックリスト」は上記①～⑦の分類をすべて含むとともに、項目数が多く詳細な表現

になっている。 

「仕事を続けるための面談ガイド」は上記①～⑦の分類をすべて含んではいるが、項目数は少なく大

まかな表現になっている。 

「心理的負荷評価表」にもほとんどの分類が含まれているが、「④本人への協力者・相談体制」を直

接表現する項目はみられない。 

「紹介シート」では他のシートと構成が異なっており、上記分類のうち含まれているのは「③健康管

理・障害」と「④本人への協力者・相談体制」、「⑥仕事・職場」である。ただし、「本人の特性」とい

う欄には本人を表現する様々な内容が記載されると考えられ、①②⑤⑦の分類に関連する内容が適宜記

入されるものと考えられる。 

このようにみてくると、「職業準備性チェックリスト」は項目が網羅的で、より詳細な構成となって

いることから、各シートの基盤をなすものであり、今後様々なシートを開発する際に最も有効な参考資

料となるものであると考えられる。 

また、「心理的負荷評価表」については、就労支援事業者が本人と就労先のマッチングを考える際に、

就労先候補の状態を確認するための視点として、有効に活用できるのではないかと考えられる。 
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シートごとの項目の関連性　一覧表

大 中 具体的項目 No. 分類№ チェック項目
生活リズム(起床・就寝） 1 ① 出勤時間に合わせた生活ができる

2 ② 毎日、身だしなみを整えることができる。

3 ② 季節に合わせた服装ができる

4 ② 現在の収入に応じた生活ができる

5 ② 就職時に、どのくらいの収入があれば生活できるかを知っている。

食事 6 ③ 栄養のバランスを考えて食事をすることができる

7 ③ 疲れが残らないように気分転換ができる

8 ③ 体の疲れをとる工夫をしている

一般的な健康管理 9 ③ 体の不調時（風邪・腹痛・頭痛など）に対処できる

　外来通院
（症状や病状の変化についてのやりとり）

10 ③ 定期的に通院し、その時の生活や訓練状況の変化を伝えている

服薬管理 11 ③ 服薬が守ることができる

自分の障害や症状の理
解

12 ③
自分の障害について理解や受け入れができている（疲れやすさ・疲れに対する
工夫等）

病気に関する知識 13 ③ 自分の病気に関する質問に答えられる

14 ③ 悪化時のサイン（調子を崩す前触れ）を知っている

15 ③
悪化時のサイン（調子を崩す前触れ）が出た時の「自分にあった対処方法」を
知っている

家族等の理解・協力 16 ④ 家族や関係者は、本人が就職を目指す事に対して協力している

17 ④ 家族・知人・仲間に協力を求めることができる

18 ④ PSW、施設職員、保健師等の相談・援助を受けることができる

19 ④ 医師に、就職に向かうことや働き方についての相談をすることができる

あいさつ
(タイミング・声の大きさ）

20 ⑤ あいさつ、返事ができる

21 ⑤ 自分から声をかけることができる

22 ⑤ 人の話しをきちんと聞ける

言葉づかい 23 ⑤ 相手やその場に応じた丁寧な言葉づかいができる

非言語的コミュニケー
ション

24 ⑤ 良いコミュニケーションができる（身振り・姿勢・視線・表情・声の大きさ）

感情のコントロール 25 ⑤ 注意・指導された時も、感情的な表情や行動に出さないでいられる

意思表示 26 ⑤ 自分の要求をきちんと伝えることができる

27 ⑤ 他の人の立場を理解できる

28 ⑤ 相手の状況にあわせて行動できる

29 ⑥ なぜ就職したいかが、明確になっている

30 ⑥ 目標をもってトレーニングに臨んでいる

安定した出勤 31 ① 目標日数の８０％出勤できる

32 ⑥ プレッシャー・責任を伴う時も出勤できる

33 ⑥ 意欲的な態度で作業に取り組むことができる

34 ⑤ 職場での指導・助言を受け入れることができる

35 ⑥ 一つ一つの作業を丁寧にできる（下から移動）

36 ⑥ 作業うまくやるための自分なりの工夫ができる

37 ⑥ 職場のルールを守ることができる

38 ⑥ 共同作業をスムースにできる

39 ⑥ 報・連・相ができる

40 ⑥ 遅刻・欠勤の場合には自分で連絡ができる

41 ⑥ １日４時間程度は、ムラ無く集中・継続して作業ができる

42 ⑥ 週5日間仕事をする（継続してゆく）ための基本的な体力がある

43 ⑥ 作業の手順を正しく覚えられる

44 ⑥ 手順を守って作業ができる

45 ⑥ 職場の備品・用具の使い方を覚えていられる

作業の正確性 46 ⑥ 指示通り、ミスや間違いなく作業ができる

作業速度 47 ⑥ 正確性を保ちながら、時間内に作業をこなすことができる

作業能率の向上 48 ⑥ 仕事に慣れるにしたがって能率を上げることができる

49 ⑦ 危険を予知し、安全性に気をつけて作業ができる

50 ⑦ 事故が起こった場合に、定められたルールにしたがって対処できる

51 ⑦ 作業手順の変化に対応できる

52 ⑦ 作業種類の変更に対応できる

53 ⑦ 担当職員の交代に対応できる

働
く
場
で
の
人
間

関
係

働
く
場
で
の
人
間
関
係

協調性

職
業
社
会
性

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力

会話

自
己
の
コ
ン
ト

ロ
ー

ル

身だしなみ

日
常
生
活
の
管
理

余暇の過ごし方・心と体
のバランス

金銭管理（生活設計・経済
観念）

協
力
者 援助の要請

健
康
の
管
理

障
害
や
症
状
の
理
解

病状のコントロール

精神障害者のための職業準備性チェックリスト

働
く
場
で
の
行
動
・
態
度

持続力

作業の責任感・意欲

作
業
遂
行
の
基
本
的
能
力

作業・職場環境の変化
への対応

作業に取り組む態度

基
本
的
職
業
生
活

安全確保・事故への対
処

周
囲
へ
の
配
慮

基
本
的
ル
ー

ル
の
理
解

職場・仕事のルール

作業指示の記憶・理解

作
業
遂
行
の
態
度

一般就労への意欲
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シートごとの項目の関連性　一覧表

区分 分類№ 項目 区分 分類№ 項目 区分 分類№ 項目

① 通勤によるストレス状況の
確認 ⑥ ①事故や災害の体験（病気・ケガ、悲

惨な事故・災害） - 氏名

⑥ モチベーションを保つことがで
きる業務量と内容の把握 ⑥ ②仕事の失敗、過重な責任の発生等 ③ 手帳

⑦ 変化への対応状況の把握 ⑦ ③仕事の量・質の変化 ⑥ 就業動機

⑤ 職場の人間関係の把握 ⑦ ④身分の変化（退職強要・出向・左
遷・非正規社員で不利益など） ⑥ 希望勤務日数

④
職場のサポート体制の
確認 ⑦ ⑤役割・地位等の変化 ⑥ 希望勤務時間

③ 体調変化の把握 ⑤ ⑥対人関係のトラブル ⑥ 特記事項

③ メンタル状態の確認 ⑦ ⑦対人関係の変化 - 機関名

③ 通院状況の確認 ② ①自分の出来事（離婚・別居、病気・
ケガ、妊娠、定年退職） ⑥ 期間

③ 服薬状況の確認 ②
②自分以外の家族・親族の出
来事 ⑥ 内容

プライ
ベート ②

生活上の悩み・ストレス
ケアの把握 ② ③金銭関係（損失・支出、収入減、

借金・返済遅れ） ⑥ 特記事項

支援
環境 ④ 相談体制の確認 ② ④事件・事故・災害の体験 ③ 障害名(病名）

② ⑤住環境の変化 ③ 通院頻度

② ⑥他人との人間関係 ③ 不調のサイン

③ 不調時の対応方法

③ 服薬状況

③ 主治医からのアドバ
イス

③ 特記事項

④ 相談内容

④ 仕事

④ 医療

④ 生活

④ 特記事項

①②⑤⑦ セールスポイント

①②⑤⑦ 取り組んでいること

①②⑤⑦
障害ゆえに配慮し
ていただきたいこと

分類№

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

ご
本
人
の
特
性

相
談
体
制

健
康
状
態

紹介シート

基
礎

情
報

希
望
条
件

訓
練
情
報

心理的負荷評価表

職場

面談シート

就業
状況

健康
状態

職場
以外

「環境変化（含む、危機管理）」関連項目

分類№と内容一覧

「仕事・職場」関連項目

「日常生活」関連項目

「健康管理・障害」関連項目

内  容

「生活リズム・安定した出勤」関連項目

「本人への協力者・相談体制」関連項目

「職場でのコミュニケーション・自己コントロール」関連項目
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Ⅴ．今後の課題・期待 

 

当事業は、「就労先ツール」と「就労支援事業所ツール」の開発を目的として、取り組みを行ってき

た。 

（１）「就労先ツール」に関する課題 

「就労先ツール」として、「仕事を続けるための面談ガイド」と「紹介シート」の開発を行った。こ

れらのシートは、企業など精神障害者を雇用している就労先の方々から「必要性」や「その内容」など、

多くのご意見をいただきながら開発してきたが、いずれにしても今回初めて作成したものである。この

背景から、「就労先ツール」に関する課題として以下のことがあげられる。 

①両ツールについて広く認識していただくこと 

②両ツールについて活用していただくこと 

  ※「紹介シート」は本人から聞き取りしながら、就労支援事業者が記入するものではあるが、履

歴書などとともに本人理解のための資料としての活用が想定されている 

③両ツールについて、上記②を踏まえ改善していくこと 

 

（２）「就労支援事業所ツール」に関する課題 

「就労支援事業所ツール」としては、「平成１９年度チェックリスト」をもとに、「精神障害者のため

の職業準備性チェックリスト」と「精神障害者のための職業準備性運用マニュアル」を開発した。 

「精神障害者のための職業準備性運用マニュアル」は今年度初めて作成したものである。また、「精

神障害者のための職業準備性チェックリスト」と同様のツールは以前から存在しているが、今回の就労

支援者へのアンケートなどから、このようなツールを使い組織的に就労支援を行うという試みはまだ少

ないと考えられる。したがって、先の「就労支援ツール」と同様の課題が考えられる。 

①両ツールについて広く認識していただくこと 

②両ツールについて活用していただくこと 

③両ツールについて、上記②を踏まえ改善していくこと 

 

（３）その他の課題 

「精神障害者のための職業準備性チェックリスト」は前章において、項目が網羅的でより詳細である

という特徴が確認された。この特徴から、「精神障害者のための職業準備性チェックリスト」を基にし

て、より様々な場面や分野において対象者の状態を把握するシートの開発の可能性が認識される。 

当事業の延長線上や社会全体の動きから、以下の場面や分野への応用が想定される。 

①実習評価表（仮称）の開発：就労支援における企業実習場面で利用者の状態を把握するシートや項目 

（訓練と就労活動・就労後をつなぐツール） 

②「職場復帰時」などに活用できるシートや項目（精神障害者雇用を超えた領域） 

③「うつ」などに活用できるシートや項目（精神障害者雇用を超えた領域） 

 

- 22 -



おわりに 

 

 昨年のチックリストの作成に続き、今年度はその運用マニュアルや、就労する際使用する紹介シート、

就労先で働き続けるための面談シートの作成に取り組みました。 

 

私達、多摩棕櫚亭協会が、精神障害者の就労支援への取り組みを始め、早いもので 10 数年が経とう

としています。この間私達が大切にしてきた事は、一つ一つの実践を大切に積み上げていくと言う作業

です。目の前の働きたいと願う方々に、どの様な支援があればいいのか？常にそれを自分達に問いかけ

ながら実践を続けてきました。 

そして、さらにその積み上げを言語化し、サービス作りに繋げると言う事も大切にしてきました。昨年

度のチェックリスト、今年度の運用マニュアルや紹介シート・面談ガイドは、その実践を言語化した一

つの結果だとも言えます。これらを作成するために、自分達の日々の支援や経験を振り返り、言語化し

ていった過程は、私達にとってとても有意義な時間となりました。 

 

障害者自立支援法が施行され 4年目を迎えました。この法律により、今までの福祉現場は根底から変

わりつつあります。しかしこの様な状況だからこそ、現場の実践を言語化し発信し続ける事が重要な事

だと思います。机上の言葉に対峙できる現場の言葉を持つ事、それを私達はこれからも大切にしていき

たいと思います。 

 

なお、就労支援関係者のみなさまに広く活用していただくために、今回の成果物を画像つきの DVD と

してまとめました。ぜひ改善に向けての気づき・ご意見をいただきたいと思います。（気づき・ご意見

の提出には、次頁の「“気づき・ご意見”シート」をご活用ください。） 

 

 

多摩棕櫚亭協会ワーキングチーム 
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“気づき・ご意見”シート 

 みなさまの“気づき・ご意見”のもとに、さらによりよいものにしていき

たいと考えています。少しでもお気づきのことがありましたら、ぜひお聞か

せ願います。 

送付先 FAX ０４２－５７５－８３３２ 

社会福祉法人多摩棕櫚亭協会 ワーキングチーム 宛 

送信元：（ご氏名）             電話 

     （ご所属） 
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資 料 編 
 

 

 

資料１－１：「就労先ツール アンケート調査」 依頼文・調査票 P26 

資料１－２：「就労先ツール アンケート調査」 結果 P34 

資料１－３：「面接シート原案（改善前、アンケートに使用したもの）」 P40 

資料１－４：「紹介シート原案（改善前、アンケートに使用したもの）」            P41 

資料２－１：「精神障害者のための職業準備性運用マニュアル アンケート調査」依頼文・調査票 P43 

資料２－２：「精神障害者のための職業準備性運用マニュアル アンケート調査」結果 P48 

 

 

付録 

就労支援者育成 DVD 

a 棕櫚亭の就労支援サービスについて         

b 企業で使える雇用継続支援ツール        

c 精神障害者のための職業準備性チェックリスト 運用マニュアル 

別添資料 

「精神障害者のための職業準備性チェックリスト 運用マニュアル」 

「精神障害者のための職業準備性チェックリスト」（含 説明例・具体的項目の意図） 
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B.面接シートの見方に関しまして 

 
カテゴリー 

面接時に押さえていたほうがよいテーマを 

「就業状況」・「健康管理」・「支援環境」・「プライベート」の４つにまとめました。 

 

質問の意図 

 

上記のカテゴリーのなかで、面接者が明確な意図を持って、ポイントを押さえて面接

ができるよう、「質問意図」を提示させていただきました。 

 

これらの項目は、精神障害者が「職場に定着するためにはどういった配慮をすべき

か、離職をふせぐためにはどうしたらよいか」という企業５社の聞き取り調査のなかで

出てきた意見をもとにワーキング内で検討をした項目です。 

 

 No. 

アンケートにお答えいただくために記入したナンバリングです。 

 

質問例 

具体的な面接場面で使う質問として、具体例をあげさせていただきました。あくまで

も参考にしていただくという事で、状況によって言葉の使いまわし等は応用していた

だければと考えております。 

 

（面接の際に面接者が質問しやすいように上から順番で並べております。） 

 

※タイミングとお時間が合えば実際の面接場面などで試行いただけれ

ば幸いでございます。 
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「紹介シート」及び「面接シート」に関するアンケート 

以下の項目についてお聞きいたします。可能な範囲でお答え下さい。 

当てはまる項目に○をお付けください。 

貴社名 
 

記入者のお名前  

障害者の雇用形態 正社員 ・ パート ・ アルバイト 

障害者の雇用人数 精神障害（   人） 身体障害（   人） 知的障害（   人）

 

【Ⅰ】「紹介シート」について 

 

（１）精神障害者の採用に際して、この様な「紹介シート案」は必要だとお考えですか？ 

   ａ）はい 

   ｂ）いいえ 

～よろしければその理由をご記入ください～ 

 

 

 

 

 

   ｃ）どちらともいえない 

～よろしければその理由をご記入ください～ 

 

 

 

 

 

 

（2）各項目が内容的に必要か・不必要かお答え下さい。また項目の表現がわかりにくい、違う表

現などが良いなどお気づきの点があれば、「→（     ）」のコメント欄にご記入をお願いたし

ます。 

 

 ａ）基本情報 

氏名 （必要・不必要）  → （                           ）  

手帳 （必要・不必要）  → （                          ）  
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ｂ）希望条件 

就労動機（必要・不必要） → （                            ）  

希望勤務曜日（必要・不必要） →（                         ）  

希望勤務時間 （必要・不必要）→（                         ）   

   

 ｃ）訓練状況 

機関名 （必要・不必要） → （                          ）  

期間（必要・不必要） → （                            ）  

内容 （必要・不必要） → （                                 ）  

 

 

 ｄ）健康状態 

障害名・病名 （必要・不必要）  → （                       ）  

通院頻度（必要・不必要） → （                             ）  

不調のサイン（必要・不必要） → （                        ）  

不調時の対応方法（必要・不必要） → （                      ）  

服薬状況（必要・不必要）  → （                          ）  

主治医からのアドバイス（必要・不必要） → （                   ）  

                                

 

 ｅ）相談体制 

医療 （必要・不必要） → （                           ）  

就職 （必要・不必要） → （                            ）  

生活 （必要・不必要） → （                            ）  

                     

 ｇ）ご本人の特性 

セールスポイント （必要・不必要） → （                      ）  

取り組んでいる事 （必要・不必要） → （                         ）  

障害ゆえに配慮していただきたいこと （必要・不必要）   

→（                        ）  

 

（3）シートに加えた方がいいと思われる項目がありましたらお答え下さい。 

 

 

 

 

 

 

（４）項目の数はいかがでしたか？ 

   ａ）丁度良い 

   ｂ）多すぎる 

   ｃ）少なすぎる 
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（5）項目の構成（項目立て・順番等）はいかがでしたか？ 

a）分かりやすい 

   b）分かりにくい 

～よろしければその理由をご記入ください～ 

 

 

 

 

 

 

（6）シート全体の見やすさはいかがでしたか？ 

    a）見やすい 

    b）見にくい 

～よろしければその理由をご記入ください～ 

 

 

 

 

 

（7）その他お気づきの点がございましたらお書き下さい。 
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【Ⅱ】「面接シート」について 

（１）面接シートは実際に試行していただけましたか？ 

   ａ）した 

   ｂ）しなかった 

→ ａ）とお答えいただいた方にお聞きします 

 

使用した場面（                    ） 

              面接に要した時間（       ）分 

 

（２）精神障害者の雇用継続に際し、この様な「面接シート」は必要だとお考えですか？ 

   ａ）はい 

   ｂ）いいえ 

～よろしければその理由をご記入ください～ 

 

 

 

 

   ｃ）どちらともいえない 

～よろしければその理由をご記入ください～ 

 

 

 

 

（３）「質問例」にある質問の内容はいかがでしたか？また「質問例にある内容で「意図」するこ

とを聞くことができますか？ 

                                          意図に合致～ 

質問例１ （聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例２ （聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例３ （聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例４ （聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例５ （聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例６ （聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例７ （聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例８ （聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例９ （聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例１０（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例１１（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例１２（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例１３（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例１４（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例１５（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 
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質問例１６（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例１７（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例１８（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例１９（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例２０（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例２１（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例２２（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例２３（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例２４（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

質問例２５（聞きやすい・聞きにくい）→ （する・しない） 

 

（4）このシートを実際の現場で活用することは可能ですか？ 

   ａ）可能である 

   ｂ）工夫をすれば可能である 

～どのような工夫が必要ですか？よろしければご意見をよろしくお願いたします～ 

 

 

 

 

   ｃ）難しい 

～よろしければその理由をご記入ください～ 

 

 

 

 

（a 及び b と答えた方へ）シートを実際に活用される場合、どの様な場面を想定されますか？ 

またシート活用の頻度（例：契約更新時、～カ月に 1 回など）はどの位が適当ですか？ 

 

 

 

 

(5)その他お気づきの点がございましたらお書きください 

 

 

 

 

 

 

 

＊ご協力ありがとうございました。皆様にご協力いただきましたアンケートを元に、「紹介シ

ート案」「面接シート案」等を含めました報告書を作成する予定となっております。出来上

がり次第皆様に送らせていただきます。 
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Ⅰ「紹介シート」について

（１）精神障害者の採用に際して、この様な「紹介シート」は必要だとお考えですか？

いいえ
0%

はい
100%

資料1－2：「就労先ツール　アンケート調査」　結果
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（2）各項目が内容的に必要か不必要かお答えください。

（ａ）基本情報

10

13

2

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

氏名

手帳

必要 不必要 無回答

（ｂ）希望条件

11

13

13

2

0

0

0

0

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就労動機

希望勤務曜日

希望勤務時間

必要 不必要 無回答

（ｃ）訓練状況

12

12

2

1

1

0

0

0

11

0% 20% 40% 60% 80% 100%

機関名

期間

内容 必要 不必要 無回答
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（ｄ）健康状態

13

13

13

13

12

13

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害名

通院頻度

不調のサイン

不調時の対応

服薬状況

主治医

必要 不必要 無回答

（ｅ）相談体制

13

13

13

0

0

0

0

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療

就職

生活

必要 不必要 無回答

（ｆ）ご本人の特性

11

11

13

2

2

0

0

0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

セールスポイント

取り組んでいる事

配慮

必要

不必要

無回答
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（４）項目数はいかがでしたか？

(5）項目の構成(項目立て・順番等）はいかがでしたか？

(6）シート全体の見やすさはいかがでしたか？

丁度良い
84%

少なすぎる
8%

多すぎる
8%

分かりやすい
100%

分かりにくい
0%

項目の見易さ

見にくい
0%

見やすい
100%
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【Ⅱ】面接シートについて

(1)面接シートは実際に試行していただけましたか？

(2)精神障害者の雇用継続に際し、この様な「面接シート」は必要だとお考えですか

はい
77%

いいえ
0%

どちらともい
えない

15%

無回答
8%

試行した
23%

試行しなかっ
た

77%
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※質問例は別紙参照

（３）「質問例」にある質問の内容はいかがでしたか？

(4)このシートを実際の現場で活用することは可能ですか？

13

11

11

10

10

9

11

12

12

10

0

2

1

3

3

4

2

1

1

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

質問例1

質問例2

質問例3

質問例4

質問例5

質問例6

質問例7

質問例8

質問例9

質問例10
聞きやすい 聞きにくい

可能である
64%

要工夫
27%

難しい
9%
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　　面接シート

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

モチベーションを保つことができる
業務量と内容の把握

変化への対応状況の把握

ベストな睡眠時間は何時間ですか－今の睡眠時間は何時間ですか　

体調の変化の把握

職場のサポート体制の確認

同僚との関係はどうですか

話しやすい環境にありますか

チームワークがとれていますか

会社の中で安心して相談できる人がいますか

SOSを出せていますか

プライベート

気分はどうですか　今の病状はどうですか　症状はありませんか

つらいことはないですか

決められた通院日に通院していますか

主治医に相談できていますか
通院状況の確認

メンタル状態の確認
健康管理

食欲はありますか

いつもより寝つきが悪い日がありませんか 早く目が覚めてしまうことはありませんか

職場の人間関係の把握

支援環境 相談体制の確認

No.

13

服薬状況の確認

生活上の悩み・ストレスケアの把握

カテゴリー 質問の意図

通勤によるストレス状況の確認

就業状況

家族と話ができていますか

支援者に相談できていますか　アドバイスをもらえていますか

休日は息抜きができていますか

生活上の悩みはありませんか

処方どおりに飲んでいますか

仕事の内容はどうですか　自分に合っていますか

勤務時間はどうですか　長すぎたり短すぎたりしませんか

働き方に無理がありませんか　大丈夫ですか　

次の日起きても疲れがとれていないときがありますか

薬が変わったりしていませんか

薬の副作用などはないですか

質問例

多摩棕櫚亭協会　調査研究事業

配慮したほうがいいことはありますか

新しい環境はどうですか　環境が変わったことで心配なことはないですか　

上司の異動や配置転換は大丈夫でしたか

通勤にはなれましたか　疲れませんか

資料1－3：「面接シート原案（改善前、アンケートに使用したもの）」

- 40 -



資料1-4：「紹介シート原案（改善前、アンケートに使用したもの）」

紹介シート
　　　　　　　　　　　　　　　　多摩棕櫚亭協会　調査研究事業

所属

担当者氏名

基
礎

情
報

氏名

就労動機

希望勤務曜日

特記事項

機関名 期間

内容

特記事項

不調のサイン

不調時の対応方法

服薬状況

主治医からのアドバイス

特記事項

記載者

障害名(病名）

健
康
状
態

希
望
条
件

※志望動機ではなく働きたい理由　例：親から自立するため

　　日／週

記載日 年　　月　　日

通院頻度

精神保健福祉手帳（　）級手帳

訓
練
情
報

※訓練、職場実習等を複数うけた際には、この欄に記入

※複数ある際には、
主として行った機関名を記入

年　　月　　日
～　　年　　月　　日

希望勤務時間 ：   ～　　：

※複数あれば記入

※服薬等で就業上配慮が必要な事、精神科以外の疾患で伝えておいたほうがよいことがあ
れば記入

【　　朝　　昼　　晩　　頓服　】　　　　　

回/（　）週　　曜日
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資料1-4：「紹介シート原案（改善前、アンケートに使用したもの）」

紹介シート
　　　　　　　　　　　　　　　　多摩棕櫚亭協会　調査研究事業

相談内容

医療

就職

生活

特記事項

①

②

③

④

⑤

例：同時に複数の指示があると混乱してしまうので1づつ指示をしていただきたい

障害ゆえに配慮していただきたいこと

ご本人の特性

セールスポイント 取り組んでいること

例：物覚えが悪く、時々工程が抜けてしまうが、メモを活用し
て対応している

例：丁寧・正確さを重視できる

機関名 担当名 連絡先

相
談
体
制

※電話番号などを記入

〃

〃
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社会福祉推進事業 

「精神障害者の就労移行支援者育成に有効なツール作成事業」 

 

精神障害者のチェックリスト並びに運用マニュアル作成のための調査 

 

アンケート調査ご協力のお願い 

 

福祉サービス事業者の皆様 

 

平素は社会福祉法人多摩棕櫚亭協会の事業にご協力いただき、厚くお礼申し

上げます。 

 

当法人では昨年度にひきつづき、厚生労働省の障害者保健福祉推進事業補助

金を受け、「精神障害者の就労移行支援者育成に有効なツール作成事業」を実施

しております。２００８年度は就職前の職業訓練場面における支援ツールであ

るピアスチェックリストの調査・改善・研究を行いました。今年度の研究では

支援者誰もがチェックリストを使いやすくするために、取り扱い手引きと運用

マニュアル作成とさらなる改善に取り組むことになりました。 

そこで貴所にてチェックリストの試行をしていただき、行うに際しての工夫

や苦労した点、就労支援サービスにおいて取り組まれていることなどをお聞き

し、研究事業に活用させていただきたいと考えております。ご回答いただいた

内容は本調査の目的以外に使用することはなく、また、個々の事業名などが特

定されるような形で調査結果を公表することはございません。 

 年明け早々ご多忙のところ恐縮でございますが、調査の趣旨をご理解いただ

き、アンケートにご協力賜りますようお願い申し上げます。 

なお、本事業の報告書は事業終了後にお送りさせていただきたいと思います。 

 

平成２１年１月 

＜連絡先＞ 

社会福祉法人 多摩棕櫚亭協会 

                  就労移行支援事業所ピアス 山地圭子 

                 ＴＥＬ ０４２－５７５－５９１１ 

 

※誠に勝手ではございますが、1月末までに投函していただくようお願い 

いたします。 

資料 2－1：「精神障害者のための職業準備性運用マニュアル アンケート調査」 依頼文・調査票
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   「ピアス新チェックリスト」試行に関するアンケート 

以下の項目についてお聞きしますので可能な範囲でお答え下さい。 当てはまる項目の□に“レ”をつけ、項

目によっては数字を記入してください。よろしくおねがいします。 
 

事業所名  

担当者  

連絡先  

 

Ａ  現在の状況について 

Ｑ１．貴施設（事業）は現在障害者自立支援法上の事業に移行されていますか？ 

      □１ 移行している    （    ） 年  （    ）月移行 

□１） 就労移行支援事業 定員 （     ）名  

□２） 就労継続支援事業 A 型 定員 （     ）名 

□３） 就労継続支援事業 B 型 定員 （     ）名 

□４） 多機能型    就労移行支援事業 定員 （     ）名  

就労継続支援 A 型 定員 （     ）名 

就労継続支援 B 型 定員 （     ）名 

 その他事業 定員 （     ）名 

      □２ まだ移行していない  

□１） 通所授産施設    □２） 小規模通所授産施設   □３） 共同作業所      □４） その他 

      

Ｑ２, Q１で移行していないと答えた施設（事業）にお聞きします。移行予定時期及び定員はどのくらいをお考えですか？  

１） 時期   （    ） 年  （    ） 月  移行予定 

２） 定員  □a）  就労移行支援事業 （     ）名    

□b）  就労継続支援事業 A 型 （    ）名 

□ｃ）  就労継続支援事業 B 型 （    ）名 

□d）  多機能型     就労移行支援事業 （    ）名 

就労継続支援事業 A 型 （    ）名 

 就労継続支援事業 B 型 （    ）名 

その他事業 （    ） 名 

Ｑ３-１ これまで就労支援のために「チェックリスト」はお使いですか？ 

     □１ 全員に使っている    

１） その場合どのチェックリストをお使いですか？  

□a) 「就労移行支援のためのチェックリスト」 （独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構）  

□b) 独自のもの    

         ２） 利用者への事前説明はどのように行っていますか？ 

□a) 利用者全員に一斉に説明 

  □b) （使用する）利用者に対して個別に説明 

  □c) 特に説明はしていない 
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         ３） どのようなやり方で使用していますか？ 

 □a) 利用者全員が一斉につけている 

     □b) （使用する）利用者との個別につけている 

     □c) 職員のみがつけている 

     □２ 一部の利用者に使っている 

１） その場合どのチェックリストをお使いですか？ 

□a) 「就労移行支援のためのチェックリスト」 （独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構）  

□b) 独自のもの    

２） 利用者への事前説明はどのように行っていますか？    

□a) （使用する）利用者全員に一斉に説明 

□b) （使用する）利用者に対して個別に説明 

□ｃ) 特に説明はしていない 

         ３） どのようなやり方で使用していますか？ 

□a) （使用する）利用者全員が一斉につけている 

□b) （使用する）利用者との個別につけている 

□c) 職員のみがつけている 

□３ まだ使っていない    

～よろしければ使っていない理由、またはチェックリストに対するイメージをご記入ください～   

 

 

 

 

Ｑ３-２ 使っている場合、どのような場面で使用していますか？ 該当するもの全てに○をつけてください。 

□１ 入所した時 

□２ 定期的 

～時期・回数・頻度などをお書き下さい～ 

 

 

 

□３ 就職活動前 

□４ 職場実習時 

□５ その他 

 

B  「ピアス新チェックリスト」の試行をして  

Ｑ１  「ピアス新チェックリスト」はどのように試行しましたか？ 

□１ 利用者 （    ）名に試行した     

～よろしければ対象者を選んだ理由、準備、時間、進め方等、具体的な試行経過をお教えください～ 

 

  

 

- 45 -



 
 

□２ 利用者には試行せず、職員間で読み合わせ・検討等を行った         

～よろしければその内容と理由をお教えください～ 

 

 

 

 

         

 

Ｑ２ 各チェック項目についてはどうでしたか？ 

     ＜別紙＞の各チェック項目表の中で、気になった項目のみ右横の欄に自由記入をおねがいします 

 

Ｑ３ 利用者の方からの感想や反応はどうでしたか？ 

 

   

 

 

Ｑ４ 担当職員または職員間で出た感想や意見をお聞かせください。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 就労支援の取り組みについて 

Ｑ１  貴施設の就労支援にかかわる（予定含む）職員数をお教えください。 

         （     ）名 

Ｑ２ 職員構成はどのようですか？ 

□１  就労支援経験者    （     ）名    

□２  就労支援未経験者   （    ）名     

□３  初任者          （    ）名 

Ｑ３ 現在行っている就労支援サービスをお教えください（当てはまるもの全てに○をつけてください）。 

 □１ 講座・プログラム・ →  

     学習会・セミナーなど 

  

□２ 個別支援計画作成 

□３ 個別担当制  □５ ケース検討会議 

□４ 個別相談  □６ チェックリスト   

テーマ・内容などをお教え下さい 
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 □７  就労支援機間との連携 

□８  求職活動支援（ＨＷ同行、面接同行など） 

□９  職場実習              □１2 その他 → 

 □１０ 定着支援 

 □１１ 外部セミナー等への参加      

 

Ｑ４ 就労移行（継続）支援事業（旧法では授産）の規模はどのくらいですか？ 

例） パン製造販売と喫茶と清掃部門で、年間約 1000 万円の規模 

 

 

 

 

 Ｑ５ 利用者の方への作業提供時間および工賃はどのくらいですか？ 

        １  作業時間     午前  （    ） 時間  午後（     ） 時間  その他 （    ） 時間  

２  時給  （     ） 円   その他      

 

                                                                           円 

 

Q６ 今までに就労された方は何人いらっしゃいますか？ 

      （     ） 名       業種 

 

 

 

Q７ 職員間で共有している就労支援の課題や目標がありましたらお聞かせください。 

 
 

 

 

 

 

 

＊ご協力ありがとうございました。皆様にご協力いただきましたアンケートを元に、「ピアス新チェックリ

スト」の運用マニュアル等を含めました報告書を作成する予定となっております。出来上がり次第皆

様に送らせていただきます。 

 

 

よろしければ内容をお書き下さい  ～家族との連携など～ 
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２施設 5施設

回答数 回答数

2 2

1 1

1 1

0 2

0 0

1 3

1 1

8

2

２）　利用者への事前説明はどのように行っていますか

入所時 定期的

２）　利用者への事前説明はどのように行っていますか

資料2-2参照

資料2-2参照

0

Q4 担当職員または職員間ででた感想やご意見について

資料2-2参照

1職場実習時

Q1 「ピアス新チェックリスト」の試行内容

２．職員間で読み合わせ・検討

Q2 各チェック項目についてのご意見

独自のもの 独自のもの

２．一部の利用者に使っている

2

3

多機能型2

１．全員に使っている

多機能型

（独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構）

（使用する）利用者との個別につけている

（使用する）利用者全員が一斉につけている

2

0

「就労移行支援のためのチェックリスト」

（独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構）

就労継続支援事業Ｂ型

就労継続支援事業Ａ型

3

0

内訳

就労移行支援事業所

５施設

回答数

1就労移行支援事業所

Ｑ２　未移行事業所の移行予定先事業

1

1）　その場合どのチェックリストを使用していますか

３）　どのようなやり方で使用していますか

（使用する）利用者に対して個別に説明

（使用する）利用者との個別につけている

（使用する）利用者全員に一斉に説明

就労継続支援事業Ａ型

1）　その場合どのチェックリストを使用していますか

0

就労継続支援事業Ｂ型

職員のみがつけている

３）　どのようなやり方で使用していますか

Q3 利用者からの感想や反応について

B 「ピアス新チェックリスト」を試行して

Ｑ３－２　使用場面

職員のみがつけている

就職活動前3

「就労移行支援のためのチェックリスト」

特に説明はしていない

（使用する）利用者全員が一斉につけている

2

その他

2

6施設移行していない

１．利用者に試行

A 現在の状況について

Ｑ３－１　チェックリストの現在の使用状況

（使用する）利用者全員に一斉に説明

特に説明はしていない

（使用する）利用者に対して個別に説明

回答数

Ｑ１　新法移行状況

移行している

内訳

資料2－2：「精神障害者のための職業準備性運用マニュアル　アンケート調査」　結果
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7 7 4

施設数 施設数

6 9

6 9

11 12

5 3

11 9

7 1

施設数 施設数

3 1

2 1

7 1

8 1

2 1

2 1

2 1

1

ケース検討会議

資料未掲載

飲食関係・食器洗浄

職種

その他

資料未掲載

介護

職種

スーパー品だし・バックヤード

職場実習

製造業

事務・PC業務

Q4 就労移行（継続)支援事業（旧法では授産）の規模について

Q5 利用者への作業提供時間・工賃について

軽作業

都チャレンジ雇用

Q2 職員構成について

専門職清掃

平均7.3人

内容

講座・プログラム・学習会・セミナーなど

就労支援経験者 就労支援未経験者

資料2-2参照

クリーニング業

求職活動支援

定着支援

Q7 職員間で共有している就労支援の課題や目標

警備

物流倉庫業務

スポーツ施設受付

バス運転手

チェックリスト

個別担当制

内容

Q3 現在行なっている就労支援サービス

４施設

外部セミナー 個別支援計画

販売

Q6 就労された人数

初任者

個別相談

C 就労支援の取り組みについて

Q1 就労支援にかかわる（予定含む）職員数 平均　3名

就労支援機関との連携

まだ使っていない（理由は別紙参照）
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チェックリスト試行・アンケート調査結果

・同意してくれそうな方。

・当施設の支援を受けてアルバイトを行っている方。

対
象

・二人の一般就労を希望している、職場体験実習の経験がある人。

・就労を強く希望しているが、現状まだ困難と思われる方1名と、就労をあまり考えていない方1
名。

定期的にチェッ
クリストを使う理

由

・施設外授産に登録している方。

・チェックリストのイメージとして、就労を考える人にとって自己把握の意味では有効性を感じま
す。

・言語理解力がある程度ある方。

・個別支援計画の評価及び次期支援計画の為の個別相談時、6ヶ月毎

・就労を希望し、現在ハローワークに登録して就活を行っている方。

ど
の
よ
う
に
試
行
し
ま
し
た
か

項目

・仕事ぶりを評価するというやり方を選んでこなかったため。

・紹介先の方で行うことは知っているので、当事者利用の段階では使用していなかったため。

・面談を中心に振り返りを行ってきたため。実践の蓄積が無かったため。ステップアップ的な訓
練をあまり事業の中心に据えていないため。

使
用
し
て
い
な
い
理
由

・チェックリストのイメージとして、画一的な感じで管理的な感じがします。

結果

・就労希望の数が少なかったため。

・「できるできない」でランクづけしたり評価してこなかったため。

・アルバイト体験を実施中の方。

・利用期間の長さが違う方。
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チェックリスト試行・アンケート調査結果

・現在積極的に就労に取り組めている利用者がいなかった為、過去及び現利用者の中で、就
労に向けての準備性があったときを想定して活用してみました。

・現状把握、強みや弱みを知ってもらうために利用。

・真剣に取り組んでおり、自分の課題を客観的に自覚できた様子。

・二人とも職場実習の経験があったので、そこでの状況を踏まえて答えられたのでやりやす
かったが、全くそういう経験がなく就労継続Ｂの作業のみの経験からは答えにくい項目もあっ
た。

・「不明な点・わかりにくい点」などをピックアップして質問して頂きました。

・わからない文章などについて説明を例なども出しながら行ないました。

・ご本人に自己チェックをしてもらった後に職員が本人のいないところでチェックしました。後日
それをご本人と確認する予定です。

・スタッフがメンバーの働きぶりを評価する視点をもたなくてはいけない（そうしないと仕事（店）が成り立
たないから）という考えに立ち、メンバーに新しいこと（考え方）を導入する際にはまずスタッフが自分を
チェックし、その視点をよくかみくだいて理解しなければならないと判断したため。試行導入の方法につ
いてもスタッフの意見が一致しなかったという理由もある。

・準備等は特にせず、各項目に関して本人に話し合った。

・同日の昼休みに40分程時間を取り、わからないところは説明をしながら記入してもらった。

・重荷にはならないように、気軽な雰囲気でアンケート協力を依頼。ご本人一人で実施してもら
い、後で職員が試行させてもらいました。

・認知度のずれがどのような状態かを見られる。

職
員
間
で
の

読
み
合
わ
せ
・
検
討

利
用
者
か
ら
の
感
想
や
反
応

ね
ら
い

進
め
方

ど
の
よ
う
に
試
行
し
ま
し
た
か

・職員の評価が気になる方もいました。

・夕方の他のメンバーさんがあまりいない時間で、お一人２～３０分程度。

・仕事につながる支援を具体的にイメージしやすいため。

・3名一緒にオリエンテーション（目的・方法）後、リストを読み上げ、質問に答えながら実施。所
要時間30分程度。

・自分のことはよく分からない。難しいとのこと。反応は淡々。

・「分からなかった（2名）」→評価点が適切かどうか。自己評価が難しかった。「難しかった（1
名）」→言葉ではなく、考えることが大変だった。
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チェックリスト試行・アンケート調査結果

職
員
間
で
共
有
し
て
い
る
課
題
や
目
標

感
想

担
当
職
員
ま
た
は
職
員
間
で
出
た
感
想
や
意
見

・「就労支援」というと、とかく作業能力や職場での人間関係などに目が行きがちであるが、ピア
スのチェックリストでは症状や生活の管理まで項目が含まれているところが良いと思いました。

・今後の支援に生かしたいと思った。

・利用者のエンパワメントを高めること。

・職員自体の就労支援技術の向上（講習会や連携機関との積極的な係り）。メンバー及び職員
が積極的に外にでて、チャンス・きっかけを増やしていくこと。

・大項目・中項目・項目について分かりやすく、分析がしやすいと思われます。内容の細分化の
視点が良く、支援者も利用者も評価しやすいと思われます。

・これが全部できなくても働けるのではないか。

・スタッフで、統一した評価基準をもっていることはよい。

・新体制で新規事業に臨まなければならないため職員の密な連携、ベクトルの方向を合せてい
くことが必要不可欠です。

・「一般就労したい」人にはどんな力を身につけてもらえば就職し、働き続けられるのか。具体
的にその手立てを探っていく必要がある。

・一般就労に支援後、継続が困難になる。支援の質が今後より求められるのだと考えている。

・就労が最終目的ではないこと。あくまでも本人の希望を最優先する。

・外へ目を向けてもらえるよう働きかけたり、より一般の労働環境に近い現場で作業をしてもら
うことで、就労へのモチベーションを落とさせないようにしている。

・実習先、就職先の開拓（訓練だけで終わらないよう企業とのつながりを持つことが課題で
す）。

・現時点では、本人のニーズ（自発的な意志表示）による就労支援なので、職員側より、就労を
プッシュする事はありません。福祉的就労のカラーが強く、場の雰囲気作り（就労訓練として
の）が大きな課題となっています（まずは職員の意識。）。

・利用者が自分の働く姿がイメージできるための具体的なトレーニングできる場がないためそ
のような場をつくりたい。本人の苦手な部分を本人（支援者）が気づくこと、又それを克服するた
めにどう支援していくかがむずかしいと感じている。

・地域でのネットワークの中で、施設でやれること・やるべきことのバランスを考え、「施設内で
は就労支援を受けるための準備」を行うことを中心的な活動としている、就労支援。

・就労を希望しているという方でも目先の工賃収入にとらわれ、授産作業を口実になかなか就
労へむかえない方もいる等々。
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     平成 20 年度社会福祉推進事業 

    「精神障害者の就労支援者育成に有効なツール作成事業」 報告書 

                                                 

      編集・発行  社会福祉法人多摩棕櫚亭協会 

       〒186-0003 東京都国立市富士見台 1-17-4 
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